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　第２回総合部会意見への対応方針（案）
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縄
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検
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（
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合
　

部
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番 号
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頁
行
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告

 
書
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素
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文
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修

 
正

 
文

 
案

 
等
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理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
3
章

P
4
1
1

3
7
行

平
成

2
9
年

に
4
4
人

と
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
【
修

正
文

案
を

検
討

】
基

準
値

は
4
5
人

。
1
人

の
減

少
で

前
進

し
て

い
る

と
は

言
え

な
い

の
で

は
な

い
か

。
「
横

ば
い

」
と

し
て

は
ど

う
か

。

2
3
章

P
4
1
1

3
7
行

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

な
ど

に
よ

り
、

交
通

事
故

死
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9

年
に

4
4
人

と
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
、
近
年
、
高
齢
者
や
二
輪
車
事

故
等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
目
標

値
の
達
成
に
向
け
て
一
層
の
施
策

推
進
が
必
要
で
あ
る
。

【
修

正
文

案
を

検
討

】
高

齢
者

に
よ

る
交

通
事

故
が

増
加

傾
向

に
あ

る
と

記
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ま
で

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
交

通
安

全
対

策
と

し
て

取
り

組
ん

だ
も

の
が

あ
れ

ば
記

述
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

近
年

、
高

齢
者

ド
ラ

イ
バ

ー
に

よ
る

事
故

が
増

え
社

会
問

題
と

な
っ

て
い

る
が

、
今

後
、

後
期

高
齢

者
が

増
え

認
知

機
能

や
判

断
力

が
低

下
す

る
高

齢
ド

ラ
イ

バ
ー

が
増

え
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
一

方
で

移
動

手
段

と
し

て
自

家
用

車
を

使
用

し
て

い
る

状
況

な
の

で
運

転
が

出
来

な
く
な

る
と

日
常

生
活

に
心

身
と

も
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
。

そ
の

た
め

、
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

交
通

安
全

対
策

は
重

要
な

課
題

と
考

え
る

。
例

え
ば

、
高

齢
者

運
転

免
許

自
主

返
納

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄ事

業
な

ど

3
3
章

P
4
1
3

2
行

交
通

安
全

対
策

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
事

故
防

止
対

策
と

し
て

、
飲

酒
運

転
根

絶
を

図
る

た
め

「
沖

縄
県

飲
酒

運
転

根
絶

条
例

」
に

基
づ

い
た

各
種

対
策

を
推

進
す

る
ほ

か
、

信
号

機
の

増
設

を
始

め
、

老
朽

化
し

た
信

号
機

や
道

路
標

識
等

の
新

設
・
更

新
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

【
修

正
文

案
を

検
討

】
車

社
会

の
沖

縄
に

あ
っ

て
、

後
期

高
齢

者
や

認
知

症
高

齢
者

の
増

加
な

ど
高

齢
者

ド
ラ

イ
バ

ー
に

よ
る

事
故

防
止

は
今

後
の

交
通

安
全

対
策

の
主

要
な

課
題

と
考

え
る

の
で

課
題

及
び

対
策

に
追

記
す

る
こ

と
を

提
案

し
た

い
。

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

文
案

に
「
高

齢
運

転
者

に
対

す
る

自
動

車
教

習
所

等
と

連
携

し
た

安
全

運
転

サ
ポ

ー
ト

車
等

を
活

用
し

た
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
の

開
催

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
等

の
文

言
を

追
記

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

文
案

に
「
高

齢
運

転
者

に
対

す
る

自
動

車
教

習
所

等
と

連
携

し
た

安
全

運
転

サ
ポ

ー
ト

車
等

を
活

用
し

た
ド

ラ
イ

ビ
ン

グ
ス

ク
ー

ル
の

開
催

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
等

の
文

言
を

追
記

す
る

。
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修
　

正
　

文
　

案
　

用
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審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

4
3
章

P
4
1
2

8
行

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
を

図
る

充
実

を
図

る
原

文
だ

と
消

極
的

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

後
手

の
対

応
で

な
く
、

消
費

者
教

育
・

啓
発

の
積

極
的

対
応

と
す

る
。

5
3
章

P
4
1
3

9
行

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
の

未
然

防
止

複
雑

化
、

多
様

化
す

る
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

の
未

然
防

止
情

報
化

、
高

齢
化

等
に

よ
り

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
が

変
化

し
て

い
る

事
を

示
唆

す
る

た
め

6
3
章

P
4
2
9

2
0
行

県
民

の
社

会
参

加
〜

  
  
地

域
の

抱
え

る
課

題
も

複
雑

化
し

て
い

る
。

地
域

住
民

一
人

ひ
と

り
が

〜
拡

大
す

る
事

が
課

題
で

あ
る

。

県
民

の
社

会
参

加
〜

  
地

域
の

抱
え

る
課

題
も

複
雑

化
し

て
お

り
、

地
域

住
民

〜

原
文

の
ま

ま
だ

と
、

県
民

の
社

会
参

加
活

動
及

び
協

働
の

取
組

み
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
抱

え
る

課
題

も
複

雑
化

し
て

い
る

。
と

な
り

、
主

語
と

述
語

が
か

み
合

わ
な

い
。

7
3
章

P
4
1
1

3
3
行

交
通

安
全

対
策

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
飲

酒
運

転
の

取
り

締
ま

り
体

制
の

強
化

と
各

季
の

交
通

安
全

運
動

や
飲

酒
運

転
根

絶
県

民
大

会
、

高
校

生
に

よ
る

飲
酒

運
転

根
絶

メ
ッ
セ

ー
ジ

の
ラ

ジ
オ

C
M

、
交

通
信

号
機

の
集

中
制

御
化

、
事

故
危

険
箇

所
の

指
定

・
登

録
及

び
滑

り
止

め
舗

装
整

備
等

の
各

種
交

通
事

故
抑

制
対

策
を

推
進

し
た

。

【
修

正
文

案
を

検
討

】
素

案
で

は
ハ

ー
ド

面
の

記
載

と
な

っ
て

お
り

、
ソ

フ
ト

の
面

で
の

記
載

も
加

え
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

。
社

会
全

体
で

受
け

止
め

る
啓

発
活

動
の

内
容

を
加

え
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。

8
2
章

P
1
1
6

2
7
行

米
軍

演
習

等
に

関
連

す
る

航
空

機
の

墜
落

事
故

、
実

弾
演

習
等

に
よ

る
原

野
火

災
や

流
弾

事
故

、
・
・
・
が

発
生

し
て

い
る

。

【
修

正
文

案
を

検
討

】
説

得
性

を
持

た
せ

る
た

め
、

過
去

８
年

の
間

に
お

け
る

事
故

の
具

体
的

な
件

数
及

び
内

容
等

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

文
案

に
「
運

転
マ

ナ
ー

の
向

上
に

向
け

た
交

通
安

全
教

育
を

推
進

」
の

文
言

を
追

記
す

る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】
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9
2
章

P
1
1
7

※
米

軍
基

地
以

外
の

犯
罪

に
つ

い
て

【
修

正
文

案
を

検
討

】
沖

縄
で

の
特

殊
詐

欺
、

高
齢

者
ド

ラ
イ

バ
ー

に
よ

る
交

通
事

故
、

児
童

虐
待

の
件

数
等

に
つ

い
て

、
記

載
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

次
の

振
計

に
課

題
と

し
て

あ
げ

る
た

め
。

1
0

3
章

P
4
1
1

3
3
行

※
交

通
安

全
対

策
に

つ
い

て
【
修

正
文

案
を

検
討

】
「
な

が
ら

運
転

」
も

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
ス

マ
ホ

、
携

帯
が

ら
み

の
事

故
が

全
国

的
に

増
え

て
き

て
い

る
た

め
。

1
1

3
章

P
4
1
1

3
3
行

※
交

通
安

全
対

策
に

つ
い

て
【
修

正
文

案
を

検
討

】
バ

イ
ク

、
ス

ク
ー

タ
ー

の
運

転
マ

ナ
ー

に
つ

い
て

、
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

1
3

3
章

P
4
1
1

3
3
行

※
交

通
安

全
対

策
に

つ
い

て
【
修

正
文

案
を

検
討

】
レ

ン
タ

カ
ー

に
よ

る
事

故
件

数
に

つ
い

て
、

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

1
4

3
章

P
4
1
2

※
指

標
に

つ
い

て
－

指
標

数
が

少
な

い
の

で
、

大
き

な
ト

ピ
ッ
ク

ご
と

に
で

も
か

ま
わ

な
い

の
で

、
件

数
等

掲
載

し
て

は
ど

う
か

。

1
5

3
章

P
4
1
0

※
県

民
意

識
調

査
の

数
値

に
つ

い
て

【
修

正
文

案
を

検
討

】
県

民
意

識
調

査
の

ど
の

数
値

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

の
か

わ
か

り
に

く
い

。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
N

o
9
～

1
4
で

対
応

予
定

。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
事
故
件
数
に
つ
い
て
追
記
す

る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

特
殊
詐
欺
発
生
件
数
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
件
数
等
に
つ
い
て
追
記
す
る
。

児
童
虐
待
件
数
に
つ
い
て
は
、
P
7
6
【
図
表
2
-
2
-

1
-
4
-
1
1
】
で
記
載
し
て
い
る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

携
帯
電
話
使
用
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
事
故
件

数
に
つ
い
て
追
記
す
る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

二
輪
車
運
転
者
に
関
す
る
事
故
件
数
及
び
交
通

違
反
件
数
に
つ
い
て
追
記
す
る
。
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1
6

3
章

P
4
2
9

※
N

P
O

認
証

法
人

数
【
P

4
2
7
、

4
2
行

目
に

追
記

す
る

】
な

お
、

平
成

2
9
年

度
末

に
活

動
し

て
い

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

の
う
ち

、
保

健
・
医

療
又

は
福

祉
の

増
進

を
図

る
活

動
は

3
0
0
法

人
、

社
会

教
育

の
推

進
を

図
る

活
動

は
2
8
5
法

人
、

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
を

図
る

活
動

は
2
6
6
法

人
と

な
っ

て
い

る
。

（
複

数
の

活
動

分
野

を
目

的
と

す
る

法
人

も
含

む
）

分
野

別
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
認

証
法

人
数

を
追

記
し

て
は

ど
う
か

。

1
7

3
章

P
4
2
8

2
1
行

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

つ
い

て
は

、
啓

発
講

座
の

実
施

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

つ
い

て
は

、
一

般
県

民
や

企
業

向
け

の
啓

発
講

座
の

実
施

意
識

啓
発

に
つ

い
て

は
、

女
性

だ
け

で
は

な
く
雇

用
者

側
へ

の
意

識
啓

発
も

必
要

。
商

工
労

働
部

と
連

携
し

て
具

体
的

な
取

組
を

入
れ

て
は

ど
う
か

。

1
8

3
章

P
4
2
9

2
4
行

こ
の

た
め

、
市

民
活

動
団

体
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
化

の
支

援
や

運
営

基
盤

の
強

化
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
に

関
す

る
情

報
公

開
を

引
き

続
き

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

、
地

域
に

お
け

る
市

民
活

動
団

体
 の

が
充

実
し

た
活

動
が

で
き

る
よ

う
市

町
村

と
も

連
携

を
図

り
な

が
ら

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
化

の
支

援
や

運
営

基
盤

の
強

化
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
に

関
す

る
情

報
公

開
を

引
き

続
き

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

「
地

域
組

織
と

の
連

携
強

化
」
を

入
れ

て
は

ど
う
か

。

1
9

3
章

P
4
2
7

1
8
行

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
女

性
が

社
会

活
動

に
積

極
的

に
参

加
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
こ

と

－
女

性
自

身
が

ど
う
考

え
て

い
る

か
を

示
し

た
方

が
課

題
が

明
ら

か
に

な
る

た
め

、
示

し
た

方
が

よ
い

。

【
原
文
の
と
お
り
】

「
女
性
が
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
能
力

を
発
揮
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
の
基
準
年
及
び
現

状
値
は
、
ほ
ぼ
男
女
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
原
文
の
と
お
り
と
し
た
い
。

基
準
年
：
（
合
計
）
9
.1
％
　
（
男
）
9
.0
％
　
（
女
）

9
.3
％

現
状
値
：
（
合
計
）
2
4
.8
％
　
（
男
）
2
4
.7
％
　
（
女
）

2
4
.8
％

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

成
果

指
標

に
つ

い
て

は
、

2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ
ン

策
定

時
に

定
め

ら
れ

、
N

P
O

法
人

の
設

立
手

続
き

等
に

対
す

る
支

援
は

分
野

に
と

ら
わ

れ
ず

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

ど
お

り
と

し
た

い
。

な
お

、
P

4
2
7
の

成
果

等
の

欄
に

、
分

野
別

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

認
証

法
人

数
を

左
案

の
と

お
り

追
記

す
る

。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

4



　
　
（
別
紙
２
－
２
）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
0

3
章

P
4
2
7

1
8
行

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
女

性
が

社
会

活
動

に
積

極
的

に
参

加
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
こ

と

－
全

国
比

較
で

き
る

デ
ー

タ
が

あ
れ

ば
記

載
し

て
は

ど
う
か

。

2
1

3
章

P
4
2
7

1
6
行

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
【
修

正
文

案
を

検
討

】
目

標
と

す
る

す
が

た
と

県
民

意
識

調
査

の
調

査
項

目
を

リ
ン

ク
さ

せ
て

ほ
し

い
。

2
2

3
章

P
4
2
7

3
行

一
人

ひ
と

り
が

世
代

や
性

別
に

関
わ

り
な

く
、

・
・
・

【
修

正
文

案
を

検
討

】
世

代
・
性

別
間

以
外

に
も

、
国

籍
が

違
う
人

々
と

も
共

助
・
共

創
で

き
る

社
会

と
い

う
こ

と
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

2
3

2
章

P
1
1
8

図
表

2
-
2
-

1
-
8
-
2

米
軍

基
地

関
係

の
事

件
・
事

故
【
修

正
文

案
を

検
討

】
図

表
全

般
に

つ
い

て
、

出
典

を
わ

か
り

や
す

く
し

て
ほ

し
い

。
（
資

料
名

、
該

当
箇

所
頁

等
）

2
4

3
章

P
4
1
6

9
行

「
米

軍
基

地
か

ら
派

生
す

る
諸

問
題

へ
の

対
策

が
適

切
に

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
」
に

対
す

る
県

民
満

足
度

は
、

1
0
％

前
後

で
推

移
し

て
い

る
。

「
米

軍
基

地
か

ら
派

生
す

る
諸

問
題

へ
の

対
策

が
適

切
に

講
じ

ら
れ

て
い

る
こ

と
」
に

対
す

る
県

民
意

識
調

査
の

県
民

満
足

度
は

、
平

成
2
4
年

は
9
.1

％
、

平
成

2
7
年

に
は

1
2
.7

％
と

な
っ

た
が

、
平

成
3
0
年

に
は

1
1
.9

%
に

低
下

し
、

1
0
％

前
後

で
推

移
し

て
い

る
。

H
2
4
と

H
3
0
を

比
較

す
る

と
県

民
満

足
度

は
向

上
し

て
い

る
が

、
P

1
1
7
の

県
民

意
識

調
査

結
果

で
は

、
H

2
7
か

ら
H

3
0
は

下
が

っ
て

い
る

。
県

民
の

意
識

が
下

が
っ

て
い

る
こ

と
は

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
、

何
ら

か
の

記
載

が
必

要
で

は
な

い
か

。

2
5

2
章

P
1
1
6

3
8
行

「
米

軍
基

地
か

ら
派

生
す

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
関

す
る

県
民

意
識

調
査

の
県

民
満

足
度

は
1
0
％

前
後

で
推

移
し

て
い

る
。

米
軍

基
地

か
ら

派
生

す
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

関
す

る
県

民
意

識
調

査
の

県
民

満
足

度
は

、
平

成
2
4
年

は
9
.1

％
、

平
成

2
7
年

に
は

1
2
.7

％
と

な
っ

た
が

、
平

成
3
0
年

に
は

1
1
.9

%
に

低
下

し
、

1
0
％

前
後

で
推

移
し

て
い

る
。

H
2
4
と

H
3
0
を

比
較

す
る

と
県

民
満

足
度

は
向

上
し

て
い

る
が

、
P

1
1
7
の

県
民

意
識

調
査

結
果

で
は

、
H

2
7
か

ら
H

3
0
は

下
が

っ
て

い
る

。
県

民
の

意
識

が
下

が
っ

て
い

る
こ

と
は

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
、

何
ら

か
の

記
載

が
必

要
で

は
な

い
か

。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

【
原
文
の
と
お
り
】

今
後
比
較
で
き
る
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
反
映
を
検

討
し
た
い
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

5



　
　
（
別
紙
２
－
２
）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

2
6

2
章

P
1
1
8

図
表

2
-
2
-

1
-
8
-
2

米
軍

基
地

関
係

の
事

件
・
事

故
米

軍
基

地
関

係
の

事
件

・
事

故
（
刑

法
犯

や
交

通
事

故
等

を
除

く
）
の

推
移

(H
1
4
-
H

3
0
）

H
1
4
か

ら
の

記
載

に
し

て
は

ど
う
か

。
ま

た
、

P
4
1
6
の

図
表

3
-
2
-
5
-
1
も

同
じ

表
な

の
で

、
図

表
3
-
2
-
5
-
1
は

削
除

し
て

は
ど

う
か

。

2
7

3
章

P
4
1
6

図
表

3
-
2
-

5
-
1

米
軍

基
地

か
ら

派
生

す
る

事
件

・
事

故
（
刑

法
犯

や
交

通
事

故
等

を
除

く
）

の
推

移

図
表

の
削

除
H

1
4
か

ら
の

記
載

に
し

て
は

ど
う
か

。
ま

た
、

P
4
1
6
の

図
表

3
-
2
-
5
-
1
も

同
じ

表
な

の
で

、
図

表
3
-
2
-
5
-
1
は

削
除

し
て

は
ど

う
か

。

2
8

2
章

P
1
1
9

1
9
行

・
・
嘉

手
納

飛
行

場
よ

り
南

の
施

設
・

区
域

の
返

還
が

確
実

に
実

施
さ

れ
る

よ
う
・
・
・

【
修

正
文

案
を

検
討

中
】

P
1
1
9
の

（
課

題
）
の

と
こ

ろ
に

急
に

嘉
手

納
以

南
の

内
容

が
出

て
く
る

の
で

、
P

1
1
6
の

（
現

状
）
で

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

2
9

2
章

P
1
1
6

2
3
行

本
県

で
は

、
戦

中
及

び
米

軍
統

治
下

に
お

け
る

米
軍

に
よ

る
強

制
接

種
等

に
よ

る
基

地
建

設
や

、
・
・
・
広

大
な

米
軍

基
地

が
形

成
さ

れ
た

。

【
修

正
文

案
を

検
討

中
】

1
9
5
0
年

代
、

1
9
7
0
年

代
な

ど
移

転
さ

れ
て

き
た

節
目

の
年

代
が

あ
る

の
で

、
そ

の
内

容
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

3
0

※
県

外
か

ら
の

基
地

移
転

に
つ

い
て

機
能

移
転

だ
け

で
は

な
く
、

面
積

も
増

え
て

い
る

の
か

。

3
1

2
章

P
1
1
7

2
3
行

全
国

知
事

会
議

に
お

い
て

「
米

軍
基

地
負

担
に

関
す

る
提

言
」
が

全
都

道
府

県
に

よ
る

全
会

一
致

で
決

議
さ

れ
、

全
国

知
事

会
議

に
お

い
て

、
日

米
地

位
協

定
の

抜
本

的
な

見
直

し
や

基
地

の
整

理
・
縮

小
・
返

還
の

促
進

な
ど

を
含

む
「
米

軍
基

地
負

担
に

関
す

る
提

言
」
が

全
都

道
府

県
に

よ
る

全
会

一
致

で
決

議
さ

れ
、

全
会

一
致

の
内

容
を

記
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

P
4
1
6
の
表
に
つ
い
て
は
、
重
複
す
る
た
め
削
除
す

る
。

確
認
中

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

P
4
1
6
の
表
に
つ
い
て
は
、
重
複
す
る
た
め
削
除
す

る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

嘉
手
納
以
南
の
内
容
に
つ
い
て
、
P
1
1
6
の
現
状

の
説
明
に
追
記
す
る
。

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

【
委
員
意
見
を
踏
ま
え
修
正
】

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

質
問
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（
別
紙
２
－
２
）

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（

沖
縄

振
興

計
画

）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

に
対

す
る

意
見

）

総
　

合
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

審
　

議
　

結
　

果
　

（
案

）

3
2

※
道

路
案

内
及

び
道

路
工

事
の

案
内

表
示

に
つ

い
て

現
在

の
案

内
は

、
日

本
語

と
英

語
表

記
と

な
っ

て
い

る
。

中
国

、
韓

国
の

観
光

客
も

多
い

た
め

、
多

言
語

化
が

必
要

で
は

な
い

か
。

3
3

成
果

指
標

の
達

成
状

況
の

定
義

に
つ

い
て

定
義

の
記

載
が

な
い

た
め

、
記

載
し

た
方

が
よ

い
。

3
4

日
米

両
政

府
へ

の
要

請
活

動
「
進

展
」

達
成

状
況

を
「
達

成
」
と

す
る

の
は

違
和

感
が

あ
る

た
め

、
「
計

画
ど

お
り

実
施

」
な

ど
に

し
て

は
ど

う
か

。

3
5

2
章

P
1
1
8

図
表

2
-
2
-

1
-
8
-
2

米
軍

基
地

関
係

の
事

件
・
事

故
（
刑

法
犯

や
交

通
事

故
等

を
除

く
）
と

な
っ

て
い

る
が

、
除

く
理

由
は

何
か

。

3
6

2
章

※
「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
に

つ
い

て
【
修

正
文

案
は

P
8
以

降
参

照
】

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
の

定
義

を
記

載
し

て
は

ど
う
か

。
「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
「
沖

縄
の

心
」
が

多
用

さ
れ

て
お

り
、

整
合

性
が

図
れ

て
い

な
い

た
め

P
1
1
8
の
事
件
・
事
故
に
は
演
習
等
に
伴
う
航
空
機

事
故
等
が
含
ま
れ
て
お
り
、
刑
法
犯
や
交
通
事
故

と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
除
い
て
い
る
。

会
議
資
料
（
参
考
１
）
を
添
付
す
る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

平
和

を
希

求
す

る
「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」
の

説
明

を
追

記
す

る
。

あ
わ

せ
て

「
沖

縄
の

心
」
に

つ
い

て
、

記
載

を
整

理
す

る
。

左
案
の
と
お
り
修
正
す
る
。

【
基
盤
整
備
部
会
へ
申
し
送
る
】

資
料
５

P2

質
問

資
料
５

(検
証
シ
ー
ト

)
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沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

（
沖

縄
振

興
計

画
）

等
総

点
検

報
告

書
（

素
案

）
 

抜
粋

○
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
(1
3箇
所
)

N
o

ペ
ー

ジ
、

行
数

修
正

前
修

正
後

備
考

1
P1

0-
1行

目
 

ア
ジ

ア
に

近
接

す
る

地
理

的
特

性
を

生
か

し
、

経
済

、
学

術
、

文
化

等
に

お
け

る
多

角
的

な
交

流
や

平
和

交
流

、
技

術
協

力
等

の
国

際
貢

献
活

動
と

い
っ

た
交

流
を

促
進

す
る

中
で

、
本

県
の

潜
在

力
は

引
き

出
さ

れ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
際

に
、

こ
れ

ま
で

の
歴

史
の

中
で

守
り

、
育

ん
で

き
た

自
然

や
風

土
、

文
化

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

な
ど

人
々

を
魅

了
し

惹
き

つ
け

る
沖

縄
の

「
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
」

が
本

県
の

強
み

と
も

な
り

得
る

。

 
ア

ジ
ア

に
近

接
す

る
地

理
的

特
性

を
生

か
し

、
経

済
、

学
術

、
文

化
等

に
お

け
る

多
角

的
な

交
流

や
平

和
交

流
、

技
術

協
力

等
の

国
際

貢
献

活
動

と
い

っ
た

交
流

を
促

進
す

る
中

で
、

本
県

の
潜

在
力

は
引

き
出

さ
れ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

際
に

、
こ

れ
ま

で
の

歴
史

の
中

で
守

り
、

育
ん

で
き

た
自

然
や

風
土

、
文

化
 、

 平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
な

ど
人

々
を

魅
了

し
惹

き
つ

け
る

沖
縄

の
「

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

」
が

本
県

の
強

み
と

も
な

り
得

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

表
現

の
整

理
の

た
め

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

の
表

記
は

削
除

す
る

。

2
P1

3-
26

行
目

 
か

つ
て

琉
球

王
国

の
時

代
に

お
い

て
は

、
日

本
、

中
国

、
韓

国
、

東
南

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
交

流
を

続
け

、
戦

後
は

米
国

か
ら

の
影

響
も

受
け

る
な

ど
多

様
な

地
域

と
の

交
流

を
蓄

積
し

て
き

た
。

こ
う

し
た

歴
史

的
体

験
か

ら
、

親
和

性
、

寛
容

性
、

お
お

ら
か

さ
な

ど
多

様
性

を
受

け
入

れ
る

共
生

の
精

神
を

育
ん

で
き

た
。

 
先

の
大

戦
で

の
悲

惨
な

経
験

か
ら

の
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

、
人

権
尊

重
と

共
生

の
精

神
を

基
に

、
伝

統
、

文
化

、
自

然
環

境
な

ど
沖

縄
の

「
ソ

フ
ト

パ
ワ

ー
」

を
生

か
し

た
国

際
社

会
へ

の
貢

献
を

図
り

、
ア

ジ
ア

を
始

め
世

界
を

結
ぶ

架
け

橋
「

万
国

津
梁

」
と

な
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

 
か

つ
て

琉
球

王
国

の
時

代
に

お
い

て
は

、
日

本
、

中
国

、
韓

国
、

東
南

ア
ジ

ア
諸

国
と

の
交

流
を

続
け

、
戦

後
は

米
国

か
ら

の
影

響
も

受
け

る
な

ど
多

様
な

地
域

と
の

交
流

を
蓄

積
し

て
き

た
。

こ
う

し
た

歴
史

的
体

験
か

ら
、

親
和

性
、

寛
容

性
、

お
お

ら
か

さ
な

ど
多

様
性

を
受

け
入

れ
る

共
生

の
精

神
を

育
ん

で
き

た
。

 
悲

惨
な

沖
縄

戦
の

経
験

に
基

づ
く

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
、

人
権

尊
重

と
共

生
の

精
神

を
基

に
、

伝
統

、
文

化
、

自
然

環
境

な
ど

沖
縄

の
「

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

」
を

生
か

し
た

国
際

社
会

へ
の

貢
献

を
図

り
、

ア
ジ

ア
を

始
め

世
界

を
結

ぶ
架

け
橋

「
万

国
津

梁
」

と
な

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

3
P1

39
-1

5行
目

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
に

お
け

る
結

節
機

能
を

生
か

し
、

国
際

協
力

・
貢

献
活

動
や

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
日

本
と

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

共
通

の
課

題
解

決
に

向
け

た
交

流
を

展
開

し
、

国
際

的
な

貢
献

活
動

の
軸

と
な

る
地

域
の

形
成

を
目

指
し

て
い

る
。

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
に

お
け

る
結

節
機

能
を

生
か

し
、

国
際

協
力

・
貢

献
活

動
や

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
日

本
と

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

共
通

の
課

題
解

決
に

向
け

た
交

流
を

展
開

し
、

国
際

的
な

貢
献

活
動

の
軸

と
な

る
地

域
の

形
成

を
目

指
し

て
い

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

4
P1

45
-4

1行
目

国
際

社
会

の
平

和
と

持
続

的
安

定
に

貢
献

す
る

た
め

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
内

外
に

強
く

発
信

す
る

と
と

も
に

、
次

世
代

に
継

承
す

る
取

組
を

推
進

し
て

き
た

。

国
際

社
会

の
平

和
と

持
続

的
安

定
に

貢
献

す
る

た
め

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
内

外
に

強
く

発
信

す
る

と
と

も
に

、
次

世
代

に
継

承
す

る
取

組
を

推
進

し
て

き
た

。

【
原

文
の

と
お

り
】

5
P1

46
-4

行
目

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

国
内

外
へ

強
く

発
信

し
、

次
世

代
に

継
承

す
る

た
め

、
昭

和
50

年
に

沖
縄

県
立

平
和

祈
念

資
料

館
を

開
館

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

国
内

外
へ

強
く

発
信

し
、

次
世

代
に

継
承

す
る

た
め

、
昭

和
50

年
に

沖
縄

県
立

平
和

祈
念

資
料

館
を

開
館

【
原

文
の

と
お

り
】

8



N
o

ペ
ー

ジ
、

行
数

修
正

前
修

正
後

備
考

6
P1

47
-2

1行
目

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

国
内

外
へ

強
く

発
信

し
、

沖
縄

戦
の

実
相

・
教

訓
を

次
世

代
に

継
承

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
昭

和
50

年
６

月
に

沖
縄

県
立

平
和

祈
念

資
料

館
を

開
館

し
た

。

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

国
内

外
へ

強
く

発
信

し
、

沖
縄

戦
の

実
相

・
教

訓
を

次
世

代
に

継
承

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
昭

和
50

年
６

月
に

沖
縄

県
立

平
和

祈
念

資
料

館
を

開
館

し
た

。

【
原

文
の

と
お

り
】

7
P1

48
-9

行
目

国
内

外
へ

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

発
信

国
内

外
へ

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

発
信

【
原

文
の

と
お

り
】

8
P1

48
-2

3行
目

県
民

の
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

の
国

内
外

へ
の

発
信

、
次

世
代

へ
の

継
承

が
課

題
県

民
の

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

国
内

外
へ

の
発

信
、

次
世

代
へ

の
継

承
が

課
題

【
原

文
の

と
お

り
】

9
P6

22
-4

行
目

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
日

本
と

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

共
通

課
題

の
解

決
に

向
け

た
積

極
的

な
交

流
を

展
開

し
、

国
際

的
な

貢
献

活
動

の
軸

と
な

る
地

域
の

形
成

を
目

指
す

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
日

本
と

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

共
通

課
題

の
解

決
に

向
け

た
積

極
的

な
交

流
を

展
開

し
、

国
際

的
な

貢
献

活
動

の
軸

と
な

る
地

域
の

形
成

を
目

指
す

【
原

文
の

と
お

り
】

10
P6

22
-2

3行
目

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
様

々
な

分
野

で
国

際
協

力
・

貢
献

活
動

を
推

進
し

、
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

平
和

と
持

続
的

発
展

に
寄

与
す

る
地

域
を

目
指

す
た

め
の

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
の

発
信

な
ど

、
様

々
な

分
野

で
国

際
協

力
・

貢
献

活
動

を
推

進
し

、
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
・

太
平

洋
地

域
の

平
和

と
持

続
的

発
展

に
寄

与
す

る
地

域
を

目
指

す
た

め
の

取
組

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

11
P6

24
-2

8行
目

太
平

洋
戦

争
に

お
い

て
一

般
住

民
が

地
上

戦
に

巻
き

込
ま

れ
、

多
く

の
命

が
失

わ
れ

た
悲

惨
な

経
験

に
基

づ
き

、
戦

没
者

の
み

霊
（

た
ま

）
を

慰
め

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
内

外
に

強
く

発
信

し
、

次
世

代
に

継
承

す
る

た
め

の
取

組
を

行
っ

た
。

太
平

洋
戦

争
に

お
い

て
一

般
住

民
が

地
上

戦
に

巻
き

込
ま

れ
、

多
く

の
命

が
失

わ
れ

た
悲

惨
な

経
験

に
基

づ
き

、
戦

没
者

の
み

霊
（

た
ま

）
を

慰
め

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
内

外
に

強
く

発
信

し
、

次
世

代
に

継
承

す
る

た
め

の
取

組
を

行
っ

た
。

【
原

文
の

と
お

り
】

12
P6

25
-1

8行
目

国
内

外
に

向
け

た
平

和
の

発
信

と
次

世
代

へ
の

継
承

に
つ

い
て

は
、

戦
後

70
年

が
過

ぎ
、

沖
縄

戦
の

悲
惨

な
体

験
の

記
憶

が
薄

れ
て

い
く

中
で

、
今

後
も

こ
の

沖
縄

戦
の

歴
史

的
教

訓
及

び
「

命
ど

ぅ
宝

」
の

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

次
世

代
に

継
承

す
る

と
と

も
に

、
国

内
外

に
発

信
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

国
内

外
に

向
け

た
平

和
の

発
信

と
次

世
代

へ
の

継
承

に
つ

い
て

は
、

戦
後

70
年

が
過

ぎ
、

沖
縄

戦
の

悲
惨

な
体

験
の

記
憶

が
薄

れ
て

い
く

中
で

、
今

後
も

こ
の

沖
縄

戦
の

歴
史

的
教

訓
及

び
「

命
ど

ぅ
宝

」
の

平
和

を
希

求
す

る
「

沖
縄

の
こ

こ
ろ

」
を

次
世

代
に

継
承

す
る

と
と

も
に

、
国

内
外

に
発

信
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

13
P7

27
-2

0行
目

沖
縄

戦
の

歴
史

的
教

訓
を

次
世

代
に

伝
え

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
国

内
外

に
向

け
て

発
信

す
る

た
め

、
沖

縄
県

平
和

祈
念

資
料

館
に

お
け

る
様

々
な

企
画

展
の

開
催

、
戦

争
体

験
者

の
証

言
を

サ
イ

ト
に

掲
載

す
る

な
ど

の
取

組
を

行
っ

た
。

沖
縄

戦
の

歴
史

的
教

訓
を

次
世

代
に

伝
え

、
平

和
を

希
求

す
る

「
沖

縄
の

こ
こ

ろ
」

を
国

内
外

に
向

け
て

発
信

す
る

た
め

、
沖

縄
県

平
和

祈
念

資
料

館
に

お
け

る
様

々
な

企
画

展
の

開
催

、
戦

争
体

験
者

の
証

言
を

サ
イ

ト
に

掲
載

す
る

な
ど

の
取

組
を

行
っ

た
。

【
原

文
の

と
お

り
】

9



○
「
沖
縄
の
心
」
(５
箇
所
)

N
o

ペ
ー

ジ
、

行
数

修
正

前
修

正
後

備
考

1
P3

-3
行

目
本

県
は

平
成

８
年

11
月

に
「

国
際

都
市

形
成

構
想

」
を

策
定

し
た

。
同

構
想

は
、

「
『

共
生

』
の

思
想

や
『

平
和

』
を

指
向

す
る

沖
縄

の
心

を
大

切
に

し
、

本
県

の
『

自
立

』
を

図
る

こ
と

」
を

基
本

理
念

と
し

、
「

自
ら

の
歴

史
・

文
化

・
自

然
環

境
等

の
特

性
を

生
か

し
た

多
面

的
交

流
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

本
県

の
自

立
的

発
展

を
図

る
と

と
も

に
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
の

平
和

と
持

続
的

発
展

に
寄

与
す

る
地

域
の

形
成

」
を

基
本

目
標

と
し

た
。

－
【

原
文

の
と

お
り

】
「

国
際

都
市

形
成

構
想

」
の

基
本

理
念

に
明

記
さ

れ
て

い
る

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

2
P1

1-
37

行
目

本
県

の
風

土
や

食
文

化
等

に
支

え
ら

れ
た

健
康

・
長

寿
、

「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ

ー
デ

ー
」

、
「

ユ
イ

マ
ー

ル
」

等
の

沖
縄

の
心

に
根

ざ
し

た
相

互
扶

助
の

精
神

は
、

心
豊

か
で

、
安

全
・

安
心

な
地

域
社

会
を

創
造

し
て

い
く

上
で

欠
か

す
こ

と
の

で
き

な
い

重
要

な
要

素
で

あ
る

。

本
県

の
風

土
や

食
文

化
等

に
支

え
ら

れ
た

健
康

・
長

寿
、

「
イ

チ
ャ

リ
バ

チ
ョ

ー
デ

ー
」

、
「

ユ
イ

マ
ー

ル
」

等
の

 沖
縄

の
心

に
根

ざ
し

た
相

互
扶

助
の

精
神

は
、

心
豊

か
で

、
安

全
・

安
心

な
地

域
社

会
を

創
造

し
て

い
く

上
で

欠
か

す
こ

と
の

で
き

な
い

重
要

な
要

素
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

表
現

の
整

理
の

た
め

、
「

沖
縄

の
心

に
根

ざ
し

た
」

の
表

記
は

削
除

す
る

。

3
P1

46
-2

4行
目

質
問

項
目

：
平

和
を

願
う

沖
縄

の
心

が
次

世
代

に
継

承
さ

れ
、

世
界

に
発

信
さ

れ
て

い
る

こ
と

－
【

原
文

の
と

お
り

】
県

民
意

識
調

査
の

項
目

名
の

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

4
P6

22
-1

1行
目

「
平

和
を

願
う

沖
縄

の
心

が
次

世
代

に
継

承
さ

れ
、

世
界

に
発

信
さ

れ
て

る
こ

と
」

は
4.

9ポ
イ

ン
ト

増
加

し
、

県
民

満
足

度
が

向
上

し
て

い
る

。
－

【
原

文
の

と
お

り
】

県
民

意
識

調
査

の
項

目
名

の
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
P6

22
-1

4行
目

－
【

原
文

の
と

お
り

】
県

民
意

識
調

査
の

項
目

名
の

た
め

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

1
0


